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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ビデオ信号からの満足できるビデオテープ記録を抑止すると共に、上記ビデオ信号がテレ
ビモニタ／受像機に実質的に正常な画像を生成し得るようにビデオ信号を処理する方法で
あって、
上記ビデオ信号は同期パルスとそれに続くバックポーチ期間とを有し、
該方法は、
１つ以上のビデオライン上で上記同期パルスの幅を狭小化して拡幅されたバックポーチ期
間を設ける段階と、
上記１つ以上のビデオライン上で上記拡幅されたバックポーチ期間の第１の部分の電圧振
幅を下げる段階と、
上記１つ以上のビデオライン上で上記拡幅されたバックポーチ期間の第２の部分の電圧振
幅を上げる段階と、
上記１つ以上のビデオライン上で上記拡幅されたバックポーチ期間の第３の部分の電圧振
幅を下げる段階と、
上記同期パルスの前縁に対するカラーバーストの正常な位置を維持する段階とを有し、
いくつかのビデオラインを選択して上記ビデオ信号からの満足できるビデオテープ記録の
作成を抑止する方法。
【請求項２】
上記第２の部分は少なくとも７５０ナノ秒の幅である請求項１記載の方法。
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【請求項３】
上記第２の部分は約１２７ＩＲＥユニットの振幅を有する請求項２記載の方法。
【請求項４】
ゼロレベルまたはブランキングレベルに対する上記第２の部分の下側の面積の合計は、上
記ゼロレベルまたはブランキングレベルに対する上記第１の部分及び上記第３の部分の下
側の面積の和に略一致する請求項１乃至３のうちいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
上記１つ以上のビデオラインはカラーバースト信号を含むラインを有する請求項１記載の
方法。
【請求項６】
上記１つ以上のビデオラインは各フィールドに垂直同期パルスよりも先行する最後の６本
のラインを有する請求項１記載の方法。
【請求項７】
上記カラーバースト信号は水平同期パルスの前縁の約５．６マイクロ秒後に始まる請求項
１記載の方法。
【請求項８】
上記カラーバースト信号の長さは約２．２５マイクロ秒である請求項１記載の方法。
【請求項９】
上記１つ以上のビデオライン上の同期の長さは約３．０マイクロ秒である請求項１記載の
方法。
【請求項１０】
同期の振幅が下げられる請求項１記載の方法。
【請求項１１】
上記１つ以上のビデオラインは、表示されない画素を形成する垂直ブランキング期間に隣
接したクラスタを有する請求項１記載の方法。
【請求項１２】
各同期パルスのレベルを下げる段階を更に有する請求項１記載の方法。
【請求項１３】
上記１つ以上のビデオラインは、フィールドまたはフレームを担うビデオ信号の略２０％
を超えない範囲で生ずるラインのグループ内に収まる請求項１記載の方法。
【請求項１４】
ビデオ信号からの満足できるビデオテープ記録を抑止すると共に、上記ビデオ信号がテレ
ビモニタ／受像機に実質的に正常な画像を生成し得るようにビデオ信号を処理する装置で
あって、
上記ビデオ信号は同期パルスとそれに続くバックポーチ期間とを有し、
該装置は、
１つ以上のビデオライン上で上記同期パルスの幅を狭小化して拡幅されたバックポーチ期
間を設ける手段と、
上記１つ以上のビデオライン上で上記拡幅されたバックポーチ期間の第１の部分の電圧振
幅を下げる手段と、
上記１つ以上のビデオライン上で上記拡幅されたバックポーチ期間の第２の部分の電圧振
幅を上げる手段と、
上記１つ以上のビデオライン上で上記拡幅されたバックポーチ期間の第３の部分の電圧振
幅を下げる手段と、
上記同期パルスの前縁に対するカラーバーストの正常な位置を維持する手段とを含む装置
。
【発明の詳細な説明】
関連出願へのクロスリファレンス
本出願は、１９９６年５月８日付けの発明の名称が“ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＭＯＤＩＦ
ＩＣＡＴＩＯＮＳ　ＴＯ　Ａ　ＶＩＤＥＯ　ＳＩＧＮＡＬ　ＴＯ　ＩＮＨＩＢＩＴ　ＴＨ
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Ｅ　ＭＡＫＩＮＧ　ＯＦ　ＡＣＣＥＰＴＡＢＬＥ　ＶＩＤＥＯＴＡＰＥ　ＲＥＣＯＲＤＩ
ＮＧ”のＪｏｈｎ　Ｏ．　Ｒｙａｎによる仮特許出願第６０／０１７，８５９号に関連す
る。本出願は、１９９６年１２月１０日に発行されたＷｏｎｆｏｒ他による発明の名称“
ＶＩＤＥＯ　ＣＯＰＹ　ＰＲＯＴＥＣＴＩＯＮ　ＰＲＯＣＥＳＳ　ＥＮＨＡＮＣＥＭＥＮ
Ｔ　ＴＯ　ＩＮＴＲＯＤＵＣＥ　ＨＯＲＩＺＯＮＴＡＬ　ＡＮＤ　ＶＥＲＴＩＣＡＬ　Ｐ
ＩＣＴＵＲＥ　ＤＩＳＴＯＲＴＩＯＮＳ”の米国特許第５，５８３，９３６号（’９３６
）に関連する。また、本出願は、１９８９年４月４日に発行された発明の名称“Ａ　ＭＥ
ＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ　ＦＯＲ　ＣＬＵＳＴＥＲＩＮＧ　ＭＯＤＩＦＩ
ＣＡＴＩＯＮＳ　ＭＡＤＥ　ＴＯ　Ａ　ＶＩＤＥＯ　ＳＩＧＮＡＬ　ＴＯ　ＩＮＨＩＢＩ
Ｔ　ＴＨＥ　ＭＡＫＩＮＧ　ＯＦ　ＡＣＣＥＰＴＡＢＬＥ　ＶＩＤＥＯＴＡＰＥ　ＲＥＣ
ＯＲＤＩＮＧＳ”の米国特許第４，８１９，０９８号（’０９８）に関連する。また、本
出願は、１９９２年７月１４日に発行された発明の名称“ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰ
ＡＲＡＴＵＳ　ＦＯＲ　ＰＲＯＣＥＳＳＩＮＧ　Ａ　ＶＩＤＥＯ　ＳＩＧＮＡＬ　ＳＯ　
ＡＳ　ＴＯ　ＰＲＯＨＩＢＩＴ　ＴＨＥ　ＭＡＫＩＮＧ　ＯＦ　ＡＣＣＥＰＴＡＢＬＥ　
ＶＩＤＥＯＴＡＰＥ　ＲＥＣＯＲＤＩＮＧ”の米国特許第５，１３０，８１０号（’８１
０）に関連する。
発明の背景
本発明は、ビデオ信号のビデオテープ記録が一般的に許容できない画像を生成し、一方、
テレビジョンのモニタ／受像機が修正されたビデオ信号から一般的に正常な画像を生成す
るようにビデオ信号を修正する方法及び装置に関する。信号がテレビ受像機に正常なカラ
ー画像を生成し、ビデオ信号のビデオテープ記録が禁止若しくは阻止されるように、ビデ
オ信号を修正する方法及びシステムが要求されている。
ある種の先行研究によって得られた方法は充分ではない。その中には、例えば、１９７９
年７月にＭｏｒｉｏ他に発行された米国特許第４，１６３，２５３号がある。この特許は
、正のパルスが各水平ブランキング期間のバックポーチ部に加えられる装置を開示する。
この方法は、重大な再生性の問題を生じる。この点に関して、消費者マーケット向けのカ
セットレコーダは、ある種の形式の自動利得制御（ＡＧＣ）回路を特に取り扱う。ＡＧＣ
回路は、たとえ、機器の入力端子に与えられたビデオレベルが公称値の周りで大幅に変化
するとしても、記録システムのＦＭ変調器に印加されたビデオレベルが固定の所定値を保
つことを保証する。ＡＧＣシステムが無い場合、高レベル信号は歪み、かつ、クリップ的
に制限され、低レベル信号は記録過程で発生されたノイズ及び妨害物によって損なわれる
。入力レベルが正常値の３分の１未満に低下したとき、再生された信号は受像機のタンバ
ル（ｔｉｍｂａｌｅ）を簡単に同期させる程には強くないので、ノイズを含む不安定画像
が生じる。しかし、このような初期のシステムは、多数のテレビモニタ／受像機がブラッ
クレベルクランピングのためビデオ信号のブラックポーション領域を使用することを考慮
していない。その結果として、Ｍｏｒｉｏ他の特許に記載されたビデオカセットレコーダ
のＡＧＣを混乱させる方法は、複製されたテープを一般的に不可視的にさせると同時に、
ビデオ信号はそのまま使用されるときに多数のテレビモニタ／受像機に可視的な画像を与
えない。このため、この方法の価値は制約される。
ビデオコピー防止の分野における別の先行研究の一例は、Ｋａｇｏｔａによる米国特許第
４，４７５，１２９号に記載されている。この研究によれば、水平ブランキング信号のバ
ックポーチに、バックポーチよりも幅の狭い第１のパルスを発生させ、実質的に第１のパ
ルスと等しい第２のパルスを印加する。これらのパルスは所定の時間間隔でバックポーチ
に加えられる。Ｋａｇｏｔａによって使用された方法は、Ｍｏｒｉｏの方法と同じ多数の
問題点を含む。コピー防止の有効性は、一般的に不可視的である複製テープを生じるが、
ビデオ信号はそのまま使用されたときに多数のテレビモニタ／受像機に可視的な画像を提
供しない。
本願の発明者は、ビデオ信号を許可無く記録することを防止する最新かつ巧妙な方法を実
現する責務を果たす。かかる方法は、米国特許第４，５７７，２１６号、第４，６３１，
６０３号及び第４，８１９，０９８号に記載されている。また、本願の発明者は、米国特
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許第５，５８３，９８６号の共同発明者である。米国特許第４，５７７，２１６号、第４
，６４１，６０３号、第４，８１９，０９８号、第５，１３０，８１０号及び第５，５８
３，９８６号は、参考のため引用される。米国特許第４，６３１，６０３号に記載、主張
された方法、並びに、第４，８１９，０９８号（’０９８）に記載、主張された方法は、
ビデオカセットレコーダのＡＧＣを混乱させる点でＭｏｒｉｏ他による装置と類似してい
る。しかし、上記の方法は、Ｍｏｒｉｏ他による装置とは主要な面で相違する。Ｍｏｒｉ
ｏ他の装置の場合、ビデオカセットレコーダとテレビ受像機との相違に依拠して、ビデオ
信号に加えられた修正がカセットレコーダによる複製を防止すると共に、従来のテレビモ
ニタ／受像機でのかかるビデオ信号の再生性に重大な影響を及ぼさないことを保証する。
’０９８号特許は、上記の通りビデオカセットレコーダのＡＧＣを混乱させるため複合ビ
デオ信号を修正すると共に、得られた信号の再生性に著しい影響を与えることのない別の
方法を使用する。即ち、フィールド中で、ビデオカセットレコーダのＡＧＣ回路を混乱さ
せる役割を有する複合ビデオ信号に対する修正を“クラスタリング”することにより、こ
のような修正がテレビ受像機／モニタ上でのビデオ信号の再生性に与える影響は著しく低
減される。信号の修正は、垂直ブランキング、即ち、ラスタ走査フィールドの終わりから
始めまでのビーム掃引の帰線の役割を担う上記信号の一部の間で行われることが非常に望
ましい。ビデオ信号は、このような時間中にビデオ画像の可視的な部分を生じることが無
く、その結果として、テレビ受像機／モニタの回路でのビデオ信号への修正の影響は、可
視期間中に生じない。かくして、再生性に対する悪影響は実質的に除去される。’０９８
号特許は非常に有効なコピー防止手段を提供するが、“クラスタリング”は、コピー防止
の有効性と原信号の再生性との間の均衡を保つように注意深く行われる必要がある。
’８１０号特許は、バックポーチ領域のビデオレベルが正常のブランキングレベルよりも
低下している当該特許の第４図に示されるような実施例を含む。この低下は、記録された
画像が通常よりも明るくなり、色のさめた外観を有するようにＡＧＣシステムの利得を増
加させる影響がある。このバックポーチ領域のブランキングレベルの低下はＡＧＣパルス
を伴わない。このブランキングレベルの低下は、本願の発明者が望むものとは異なる目的
のため役立つ。
’９３６号特許に記載された要素の中の一つは、不正な複製が行われたとき、同期パルス
幅（間隔）が狭められた減衰したビデオは、テレビジョンセット上に表示されるときに再
生性の問題を生じるよう水平同期を狭小化する概念を含む。この概念は以下に説明するよ
うに本発明において有効であるが、本発明において同期幅を縮小する理由は、コピー防止
の有効性の改良に留まらない。
発明の概要
従って、本発明の目的は、従来のテレビモニタ／受像機が修正された信号から正常な画像
を生成し、一方、修正された信号から作成されたビデオテープ記録は許容できないように
、ビデオ信号を修正する方法及び装置を提供することである。
本発明の格別の目的は、複製された信号のコピー防止の有効性を低下させることなく原信
号の再生性を改良するため、実質的な数の同期パルスの後縁の後に続くバックポーチ期間
の一部の電圧振幅が著しく増加、減少される方法及び装置を提供することである。
上記本発明の目的は、バックポーチ期間中にパルスをビデオ信号の選択されたラインに印
加することによって非常に簡単に実現される。このパルスは、平均値がブランキングレベ
ルに略一致する信号が得られるようにブランキング期間中に電圧振幅を著しく増加、減少
させる。選択されたライン上の同期レベル及び同期間隔は、同様に縮小される。
本発明の他の目的及び効果は、添付図面と共に詳細な説明を参照することにより明らかに
なる。
【図面の簡単な説明】
添付図面を参照するに、
図１は、１個の水平掃引及び帰線を担う典型的なカラービデオ信号の波形の一部を表し、
図２は、ビデオテープレコーダの典型的な自動利得制御回路のブロック図であり、
図３は、本発明に従って修正されたような複合ビデオ信号波形の一部を示す図であり、
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図４は、図３の波形を生成するため、ビデオ信号波形を修正する典型的な回路のブロック
図である。
詳細な説明
ビデオ信号の一部の特性を修正することにより、ビデオテープレコーダの自動利得制御回
路は、ビデオ信号があたかも実際よりも非常に大きいかのように強制的に挙動させ得るこ
とが分かる。その結果として、信号がテープに記録されるとき、再生中にテレビモニタ／
受像機がノイズを含む不安定な画像を生成するような低レベルで記録が行われる。ブラン
キングレベルに一致する平均値を有し、かつ、実質的な値の正及び負の両方のピークレベ
ルを有するよう修正を制御することによって、コピー防止修正がテレビモニタ／受像機の
ブラックレベル制御回路に与える影響は最小限に抑えられることが判明した。これらの修
正を水平ブランキング期間中に制御された形で挿入することにより、視聴者の観点から影
響は実質的に除去される。
図１を参照するに、１個の水平走査及び帰線の役割を果たす典型的なカラービデオ信号の
一部分の波形が示されている。画像内容の変化にも係わらず一定状態を維持する波形部分
の特徴は、ブランキング期間中に発生し、特に、同期（ｓｙｎｃ）パルス及びカラーバー
ストの二つの特徴である。カラーバーストのレベルはチューナ応答に著しく依存するので
、同期パルス（エコライジングパルス及び垂直同期パルスを含むブランキングレベルから
同期チップレベルに変化するパルス）のレベルは、殆どの場合にビデオテープレコーダの
自動利得制御システムにおいて基準レベルとして使用される。また、同期パルスは、殆ど
の場合にテレビモニタ／受像機のブラックレベル制御系における基準レベルとして使用さ
れる。
図２を参照するに、ビデオテープレコーダに利用されるような典型的な自動利得又はレベ
ル制御システムが示されている。図２に示された典型的なシステムにおいて、端子１１の
ビデオ入力信号は、増幅器１２を介して、ある値Ｖ１の同期チップ電圧を確定する同期チ
ップクランプ又は直流修復回路１３に送られる。トランジスタスイッチ１４、及び、ダイ
オード１６とキャパシタ１７と抵抗Ａ８とを含む正側ピーク検出器により構成されたサン
プリング回路は、電圧Ｖ２を発生するため、同期パルスの後縁の直後にビデオ信号の電圧
を測定する。差電圧（Ｖ２－Ｖ１）は、同期パルスレベルの測定量である。差動増幅器１
９はこの同期パルス電圧を基準電圧ＶＲＥＦと比較し、増幅器１２に帰還される誤差又は
利得補正信号を出力に発生する。この負帰還回路によって、端子２１でＦＭ変調器の入力
側に供給されるビデオ信号の信号レベルが、回路の設計者によって選定された信号レベル
値を維持し続けることが保証される。
図３を考慮するに、本発明の一実施例にしたがって修正されたビデオ信号の波形の一部分
が示されている。図３に示された波形部分は、水平ブランキング期間中のビデオ信号の一
部分である。図３を参照するに、正のパルス２６が同期パルス２２の後縁の直後にビデオ
信号に加えられたことが分かる。最大の効果を得るため、このパルスの振幅は、図３に示
される如く、バックポーチ電圧をピークホワイトのレベル以上に上昇させるような振幅と
すべきである。この正のパルスの典型的な値は、ＮＴＳＣフォーマットの１２７ＩＲＥユ
ニットである。正のパルスのパルス幅は、有効になるよう記録中のビデオカセットレコー
ダの制限されたビデオ帯域幅を克服するのに十分な幅をもつべきである。最良の効果を得
るためには、このパルスは少なくとも７５０ｎｓｅｃが必要である。この正のパルスはビ
デオテープレコーダの自動利得制御回路に、同期パルスレベルを実際の値の約３．５倍で
評価させる。自動利得制御回路の帰還動作は、図２に関連して示されているように、ＦＭ
変調器入力の信号を理想的な場合の正しい値の約３０％まで低下させる。したがって、ビ
デオテープレコーダに記録されたような再生信号は、正常レベルよりもかなり低く、ＳＮ
比が良くない。殆どの場合に、再生時の信号は、テレビモニタ／受像機の走査回路を適切
に同期させるためには十分な強さがない。
正の変化パルスの直前及び直後に負の変化パルス２４、３０が存在し、負の変化パルスの
総面積は、正の変化パルスの下側の面積に略等しい。同期の幅は、領域の大部分を正のパ
ルスに先行する負のパルスのために使用すべく縮小される。同期の狭小化は同期パルスの
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幅が約３．０μｓｅｃに縮小されるような狭小化である。負の変化パルスの振幅は、バー
スト信号が同期ラベルよりも下げられることを防止すべくバースト振幅の半分未満である
。この負の変化パルスのレベルは、記録中のビデオカセットレコーダの同期分離器のスラ
イス閾値より低くてもよい。このスライス閾値は、（参考のため引用された）１９９３年
５月１６日に発行されたＱｕａｎによる米国特許第５，１９４，９６５号に記載されてい
る。負の変化パルスがスライス閾値よりも大きい場合、コピー防止の有効性が改良される
。その理由は、記録中のビデオカセットレコーダがこの負の変化パルスを疑似同期パルス
として観察するからである。
負の変化パルスを有する目的は、テレビモニタ／受像機での原信号の再生性を改良するこ
とである。上記の通り、記録中のビデオカセットレコーダは、同期のピーク値を検出し、
パルスがこの同期信号の後に続く。しかし、モニタ／受像機は、同期パルスの後に続く領
域、一般的にバックポーチと称される領域の平均値を検出する傾向がある。バックポーチ
内の面積は曲線の下側の面積が略一致する負のパルス及び正のパルスを含むので、正の変
化信号が一つしかないことにより生ずる明度の低下は、殆どのテレビモニタ／受像機にお
いて著しく軽減される。
最大の効果を得るため、上記のパルス対は、垂直同期領域内の水平ブランキング期間以外
の全ての水平ブランキング期間に併せてもよい。しかし、修正を加えるライン数を制御す
ることによって、有効性と再生性との間のバランスを決める方が望ましい。かかる可能性
の一つは、修正を含むラインを、フィールドの種々の部分の少なくとも１ラインからなる
クラスタに入れることである。
上記説明では、ＮＴＳＣ／６０フィールドフォーマットのパラメータが使用されている。
しかし、本発明の原理は、ＰＡＬ、ＳＥＣＡＭ、及び、それ以外の５０フィールドフォー
マットにも同様に適用できる。
図４を参照するに、図３に関連して説明した本発明の方法を実施するため利用することが
できる典型的な装置のブロック図が示されている。多数の別の種類の回路が修正された信
号を生成することが可能であり、図４のブロック図に示された実施例は一例に過ぎないに
注意する必要がある。
図４を参照するに、端子４２に到来するビデオ信号は入力増幅器４２に供給される。入力
増幅器４２の出力は、同期分離器４４に接続され、同期パルスがビデオ信号から分離され
る。同期分離器４４の出力はラインカウンタ４６に供給され、ラインカウンタ４６はフィ
ールド中の修正されるべきラインを決定するようにプログラムされている。ラインカウン
タ４６の出力は、同期ストリッパ５８及び単安定器５２、４８及び５４に接続される。単
安定器５２、４８，５０及び５４は、図３に示される如く、同期の幅を含む修正された信
号の種々の部分のパルス幅、並びに、正及び負のパルスの位置を決定する。単安定器５２
、４８、５０及び５４の出力は、図３に示されたパルスを生成するパルス成形器５６に接
続される。上記パルスはパルス加算器６０に供給され、パルス加算器６０は、選択された
ライン上で同期パルスが取り除かれたビデオ信号を受容する。原信号のカラーバーストは
、パルス加算器６０の入力にそのまま維持される。パルス加算器は、パルス成形器５６で
形成されたパルスをビデオ信号に加える。パルス加算器５６からのパルス及びカラーバー
ストが並存する領域で、それらは図３に示されるように単純に加算される。選択されたラ
イン上の正のパルス、負のパルス、及び、同期の振幅は、図示された如くパルス成形器に
おいて決定される。修正された信号はビデオ出力増幅器６２に供給される。
上記の通り、テレビ受像機は修正された信号から正常な画像を生成し、一方、この修正さ
れた信号のビデオテープ記録は一般的に許容できない画像を生成するようにビデオ信号を
修正する方法並びに例示的な装置を説明した。本発明の方法を実施する多数の異なる形式
の装置及び回路を実現することが可能であり、図４に示された具体的な回路はその一例に
過ぎない。
上記説明で使用されたパラメータはＮＴＳＣテレビジョンシステムに関係している。当業
者は、本発明の原理をＰＡＬ標準及びＳＥＣＡＭ標準に容易に適用することができる。
本発明の精神及び範囲を逸脱することなく、種々の変形を行うことが可能である。例えば
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、加算されたパルスの間隔は、（０．５乃至５マイクロ秒）の幅広い間隔内で設定しても
よい。このパルスの振幅は変更してもよく、また、正弦関数状に区切られた形状のような
矩形以外の形状でも構わない。

【図１】 【図２】

【図３】
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